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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公表番号】特表2020-500592(P2020-500592A)
【公表日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-002
【出願番号】特願2019-526580(P2019-526580)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ   5/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   5/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ    5/34     ５１０　
   Ａ６１Ｍ    5/24     ５００　
   Ａ６１Ｍ    5/24     ５４０　
   Ａ６１Ｍ    5/20     　　　　
   Ａ６１Ｍ    5/20     ５１０　
   Ａ６１Ｍ    5/20     ５５０　
   Ａ６１Ｍ    5/20     ５７０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月2日(2020.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出口（１５）と、前記出口（１５）を閉じるシール要素とを有する薬剤チャンバ（１４
）を備えるカートリッジ（１０）からカニューレ（１３４）を通して注射部位に薬剤を投
与するための薬剤投与装置（１００）であって、
　前記カートリッジ（１０）を受けるハウジング（１０２）と、
　駆動機構（２００）であって、作動すると、前記装置から薬剤を放出するために、前記
ハウジング（１０２）に対して駆動軸（Ａ）に沿って前方向に可動になる駆動要素（２２
０）を備える、駆動機構（２００）と、
　連結構成（１９９）であって、ハブ（１６６）と、前記装置の操作部材（１９０）を操
作すると、前記ハブ（１６６）を前記出口（１５）が閉じている未連結配置から、前記ハ
ブ（１６６）が前記カートリッジ（１０）と連携して前記出口（１５）を開ける連結配置
に移動させ、それによって前記チャンバ（１４）と前記カニューレ（１３４）との間で流
体が流れるようにする接続を確立させるために、前記ハブ（１６６）と前記カートリッジ
（１０）との間の相対的な動きを駆動するばね手段（１８４）とを備える連結構成（１９
９）と、
を備え、
　前記ばね手段（１８４）は、前記ハブ（１６６）を前記駆動軸（Ａ）に沿って後方向に
付勢し、
　前記ハブ（１６６）は、前記ハウジング（１０２）に対して前記連結配置に移動可能で
あることを特徴とする、
薬剤投与装置。
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【請求項２】
　前記ハブ（１６６）を前記未連結配置で保持し、前記操作部材（１９０）を操作すると
、前記ハブ（１６６）を前記連結配置に移動させるために、前記カートリッジ（１０）と
前記ハブ（１６６）との間の相対的な動きを可能にするよう前記ハブ（１６６）を解放す
る、制御機構（１４４）を備える、
請求項１に記載の薬剤投与装置。
【請求項３】
　前記制御機構は、前記ハブ（１６６）を未連結配置に保持し、前記操作部材（１９０）
を操作すると前記ハブ（１６６）を解放する、制御片（１４４）を備える、
請求項２に記載の薬剤投与装置。
【請求項４】
　前記ばね手段（１８４）は、前記制御片（１４４）が前記ハウジング（１０２）に対し
て動くよう前記制御片（１４４）を付勢する、
請求項３に記載の薬剤投与装置。
【請求項５】
　前記ハウジング（１０２）に対する前記制御片（１４４）の動きを防止する、前記制御
片（１４４）と係合した妨害構造（１９２）を更に備え、前記操作部材（１９０）の操作
は、前記妨害構造（１９２）の前記制御片（１４４）との係合を解除させて前記制御片（
１４４）が前記ハウジング（１０２）に対して動くことを可能にする、
請求項３又は請求項４に記載の薬剤投与装置。
【請求項６】
　前記カニューレ（１３４）を前記注射部位内まで延ばすために前記ハウジング（１０２
）に対して挿入方向に可動であるカニューレホルダ（１３２）を更に備える、
請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の薬剤投与装置。
【請求項７】
　前記カニューレホルダ（１３２）の前記挿入方向への動きは、前記妨害構造（１９２）
の前記制御片（１４４）との係合を解除させる、
請求項５に従属する請求項６に記載の薬剤投与装置。
【請求項８】
　前記挿入方向は前記駆動軸（Ａ）と平行でない、
請求項６又は請求項７に記載の薬剤投与装置。
【請求項９】
　前記ハブ（１６６）と前記カニューレホルダ（１３２）との間の流体接続を提供する可
撓チューブ（１６２）を更に備える、
請求項６から請求項８のいずれか一項に記載の薬剤投与装置。
【請求項１０】
　前記カニューレホルダ（１３２）の前記挿入方向への動きを駆動する挿入ばね（１５０
）を更に備える、
請求項６から請求項９のいずれか一項に記載の薬剤投与装置。
【請求項１１】
　前記カニューレホルダ（１３２）を格納位置に掛け、前記カニューレホルダ（１３２）
を前記挿入方向に動くようにするために前記カニューレホルダ（１３２）を前記格納位置
から解放するラッチ機構（１４０，１４２）を更に備える、
請求項３又は請求項４に記載の薬剤投与装置。
【請求項１２】
　前記制御片（１４４）は、前記ハブ（１６６）と前記ハウジング（１０２）との間の相
対的な動きを防止し、前記カニューレホルダ（１３２）は、前記格納位置にある時に前記
制御片（１４４）に掛かる、
請求項１１に記載の薬剤投与装置。
【請求項１３】
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　前記ハブ（１６６）は、前記ハブ（１６６）が前記連結配置に移動した場合に前記カー
トリッジ（１０）の前記シール要素（１６）に穴をあけて前記出口（１５）を開ける穴あ
け部材（１７２）を備える、
請求項１から請求項１２のいずれか一項に記載の薬剤投与装置。
【請求項１４】
　前記連結構成（１９９）が前記未連結配置にある時に、前記連結要素（２２）とシール
を形成して前記穴あけ部材（１７２）の先端を閉じたチャンバに閉じ込めるためのシール
構成（１７０，１７６）を更に備える、
請求項１３に記載の薬剤投与装置。
【請求項１５】
　前記操作部材は前記カニューレ（１３４）を保護するシールド（１９０）を含み、前記
シールド（１９０）は、前記カニューレ（１３４）を露出させるよう可動であり、前記シ
ールド（１９０）の前記カニューレ（１３４）を露出させる動作は、前記ハブ（１６６）
を解放し前記連結配置に移動させる、
請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の薬剤投与装置。
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